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資料１ 



事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

社会教育委員の会議 定例会（年２回）、臨時会（年１回）を開催する。 23 28 5

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

社会教育事業の実施
現代的課題・地域課題を捉え、学習の機会の提供を図
る。

〇

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

社会教育関係職員及び審議会委員
等研修会

社会教育関係職員、公民館運営審議会委員・社会教
育委員など、社会教育を担う人材を対象に研修（オンラ
イン研修を含む）を実施する。

○
職員

○
審議
会

○
職員

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

社会教育主事会の開催
社会教育主事を中心とした研究・学習会（月１回）を開
催する。

9 14 11 9 13 10 8 12 10 14 10 11

公民館長会議への参加 公民館の連携（月１回）を図る。 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

社会教育課事業のまとめ誌の発行
社会教育課・各公民館事業を総括した冊子を作成す
る。　（年１回）

○ 　

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市PTA連絡協議会総会・会長会議等へ参加する。　

ＰＴＡ研修会等の実施、スポーツデーの開催を支援す
る。

　 〇 〇

※期日や内容は変更になることがあります。

茅ヶ崎市ＰＴＡ連絡協議会

４　社会教育の研究

　

令和８年度　社会教育課社会教育担当事業計画

５　社会教育課事業のまとめ誌の発行

６　社会教育関係団体への支援

１　社会教育委員に関する事務

２　社会教育事業の実施

３　社会教育関係人材の研修事業

委員改選
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事業 目的・内容等 実施時期

1 基本展示の展示替え
基本展示ユニットの展示替えを年１回実施し、ギャラリー
トークを実施する。

7月（予定）

2 企画展・特別展

収蔵資料を活用し、企画展・特別展を開催。展示に関連した
講演会、ギャラリートーク等を実施する。
①冬の企画展「えぼし岩展」
②夏の特別展「（仮）ちがさき絵巻(ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ）展」
③第37回茅ヶ崎市遺跡調査発表展示会
④県巡回展
⑤昔のくらし展
※タイトルはすべて仮。

①R8.1/28/～7月中旬
②R8.7/26～10/13
③R8.10/24～R9.1月
下旬
④R9.2～3月上旬
⑤R9.3月下旬

3 ワークショップ等
展示に関連した、自然や歴史・文化に関するワークショップ
を企画・開催する。

月1回
（7～8月は2～3回）

4 レファレンス対応 市民・利用者からのレファレンス対応を行う。 随時

1 学校等団体来館対応 学校等からの団体見学の依頼に基づき対応する。 随時
（説明対応は週1校まで）

2 出前授業（学校・団体等） 学校等で出前授業を行い、教育普及活動を推進する。
随時

（週1校まで）

3 職場体験学習対応
市内中学生の職場体験学習生を受け入れ、学校教育に協力す
る。

随時
（週1校まで）

4 学校連携事業検討・準備
自然や歴史・文化に関する部活、サークル等がある市内小中
学校と協力した調査研究・教育普及活動を実施する。

市内小・中学校
1～２校と実施

5 博物館実習検討・準備
大学で学芸員課程を履修している者を博物館実習生として受
け入れ、学校教育に協力する。

8年度
募集・実施

社
会
教
育

家
庭
教
育

1 親子参加型事業
赤ちゃんと博物館、親子参加型ワークショップ等の家庭教育
の支援を図る教育普及事業を実施する。

随時

次
世
代

育
成

1 次代を担う学生向け事業
インターンシップ、学芸員向けの仕事説明会等を実施し、
ミュージアムリテラシー向上と次世代育成を図る。

随時

1
イベント広報（紙及び電
子）

紙：チラシ、ポスター、市の広報紙、地域情報誌等
電子：ポータルサイト、X、Instagram、Facebook、LINE等
双方を活用した広報活動を行う。

通年

2 ミュージアムグッズ
博物館への愛着を深めてもらうため、ミュージアムグッズの
販売を行うとともに、博物館の事業費に充当する。

通年

3
ふるさと納税型
クラウドファンディング

クラウドファンディングをとおして、博物館の教育活動に賛
同をいただき、活動への寄付を募り、事業費に充当する。

通年

4
ポータルサイト・デジタル
アーカイブの充実

ポータルサイト・デジタルアーカイブの充実を図り、展示会
と連携し、普及を行うとともに、学校教育への活用を積極的
に普及し、博物館の教育機能の強化を図る。

通年

令和８年度博物館事業計画

区分

1
　
教
育
普
及

基
本
展
示

企
画
展

学
校
教
育

情
報
発
信
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事業 目的・内容等 実施時期区分

1
収蔵資料整理・管理・デジ
タル化(デジタルアーカイブ
の充実)

収蔵資料等の整理を進め、デジタルアーカイブに掲載する。
毎週金曜日を資料整理日とし、これらの作業を重点的に行
う。

通年

2 剥製標本製作 収集保管している動物資料の剥製標本の製作を行う。 随時

3 くん蒸処理業務
ＩＰＭに配慮しつつ、展示室・収蔵庫の空間燻蒸や新規受入
資料の被覆燻蒸を実施する。

夏季（予定）
（実施時臨時休館予定）

1 調査研究活動
市民と協力する調査研究活動を視野に、テーマ選定と方法に
ついての検討を行い、試験的に調査活動を行う。

通年

2 研究紀要編集・刊行
資料整理、企画展等を通じた調査・研究活動の成果をまと
め、教育普及を目的に報告書として刊行する。

9年2月発刊予定

1
旧和田家住宅・旧三橋家住
宅の保存・公開・活用

市指定重要文化財の旧和田家住宅・旧三橋家住宅を適切に保
存し、公開・活用する。

通年

2
旧藤間家屋敷跡の保存・公
開・活用

市指定史跡の藤間家屋敷跡を適切に保存し、公開・活用す
る。

通年

3
旧藤間家住宅主屋の資料整
理

国登録有形文化財の旧藤間家住宅主屋の収蔵資料の公開に向
けた資料整理を行う。

通年

4
旧藤間家住宅主屋の耐震補
強実施設計

関係課かいと連携し、7年度の基本設計を元に、藤間家住宅
主屋の耐震改修工事に向けた耐震補強実施設計を実施する。

通年

5
旧藤間家住宅主屋等の保存
活用計画の策定

関係課かいと連携し、藤間家住宅主屋及び敷地等の保存活用
計画を策定する。

令和8年9月予定

6
旧藤間家住宅主屋等の公開
活用に向けた検討

関係課かいと連携し、藤間家住宅主屋及び敷地内の公開活用
について、検討を進める。

通年

1 年報作成・公開 前年度の実施事業を取りまとめた年報を作成・公開する。 8月

2 施設管理
館内の清掃、空調等の機械設備の点検、館外敷地の適切な管
理を行う。４～６月・１１～３月には臨時休館日（第３火曜
日予定）を１日設け、これらの作業を重点的に行う。

通年

3 博物館協会関係事務
日本博物館協会・県博物館協会の研修、会議等に出席し、学
芸員の育成を図る。

通年

２
　
収
集
保
管

3
 
調
査
研
究

4
 
民
俗
資
料
館

5
 
博
物
館
運
営
関
係
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＜令和８年度　小和田公民館主催事業計画　＞

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
おもしろいっぱい遊び空
間

対面
松浪小学校区青少年育成推進協議会と共催で、子どもが世代
間交流をしながら楽しく学ぶ空間をつくる。【年2回】→
【年１回】《地域団体連携》

30

2 子ども大会 対面
松浪小学校区青少年育成推進協議会との共催事業
《地域団体連携》

23

3 子どもの広場 対面
地域の人材を生かし、利用団体などの協力により工作などの
体験できる機会を提供する。【年４回】→【年３回】
《地域講師活用》

6 3 12

5 いけばな講座 対面
「花も月も」の協力による生け花教室を実施する。
継続型：６回コース／年　単発型：６回／年
《地域講師活用》

6 新（仮）薬剤師体験 対面
なの花薬局の薬剤師または栄養士のアウトリーチ講座　《地
域民間連携》

7
小学生プログラミング
(春・夏）

対面
「学校支給タブレット」を使ってプログラミングを学ぶ。
【年２回】《利用団体活用》

8 卓球開放 対面
放課後の時間に卓球を開放し、交流の場をつくる。【年２４
回】

8
22

13
27

10
24

8
22

12
26

9
23

14
28

11
25

9
23

13
27

10
24

10
24

9 親子で楽しむ工作教室 対面
日頃なじみのない大工道具を安全に使い親子で木工作品を作
り、楽しみながら達成感を味わう機会を提供する。【年１
回】《地域民間連携》

23

10 かけっこ教室 対面
地域のアスリートを講師として、幼児と小学生を対象に走り
方の講座を実施【年１回】(地区運動会で実施予定)
《地域団体連携》《地域講師活用》

〇

11 サイエンスカフェ 対面
汐見台小学校区青少年育成推進協議会との共催。地域在住の
工学博士の方を講師に科学を学ぶ。
《地域団体連携》《地域講師活用》

5

12
５館連携事業　夏休み投
資シュミレーション講座

対面
５館連携事業　５館をZoomでつなぎ、「学校支給タブレッ
ト」を使って、外国の情勢などの情報を元に、投資をしなが
ら金融について学ぶ講座

〇

13 厚木総合防災センター 対面 マイクロバスとタブレットを活用する事業 5

14
小学生認知症サポーター
養成講座（仮題）

対面
認知症について学び、高齢者への理解を深める。施設訪問も
行う。夏休みの自由研究にも。地区包括支援センターさざな
み・地区社協と共催

28

クリスマスタペストリー
(小学生）

対面
ペットボトルキャップを使ってタペストリーを作成する。
《地域講師活用》

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 ちびっこ広場 対面
子育てサークル等の協力のもと親子で遊びながら交流し、仲
間づくりをする。【年１１回】
《地域団体連携》《地域講師活用》

28 19 16 22 15 27 17 15 19 16 16

2 プロカメラ 対面 子どもの写真の撮り方をプロカメラマンに学ぶ 25

3
子育ての悩み解決～ほし
つ☆メソッド～

対面
子ども育成相談課と共催で、イヤイヤ期の子を抱える保護者
を対象に、虐待防止にもつながるプログラムを実施する。
【年５回】《庁内連携》

1
８
15
29

12

4 子育てひろば 対面
松浪地区社会福祉協議会との共催《地域団体連携》
未就学児と保護者のフリースペース【年１２回】
うち６回はこども育成相談課保健師・栄養士が来館

24 22 26 24 28 25 23 27 25 22 26 26

5 のびのび広場 対面
保育士による食べさせ方や運動遊びを親子で学ぶ（年4回開
催。小和田保育園と共催）【年４回→年５回】《庁内連携》

3 8 9 9 10

ママダンス 対面
産後ママの心身のケアとママ同士の交流　　《地域講師活
用》

全６１事業

 １　子ども事業　　１４事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要
実施予定日

 ２　家庭教育支援関連事業　　５事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要
実施予定日

実施未定

実施未定
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 うたの広場 対面
公民館の地域交流事業としてだれでも参加でき、みんなで歌
える場を提供する。【年４回】《地域講師活用》

20 16 18 17

2 古典文学講座 対面
作品をひもとくだけでなく時代背景や登場人物の心情にも触
れ解説を行う。 物語の美しい四季や心の描写に触れ、洗練さ
れた王朝的みやびの世界を感じ楽しむ。（全３回コース）

13
27

10

3 剪定教室 対面
公民館の庭木を利用して剪定の仕方を学ぶ。【年１回】
《地域団体連携》

4 健康ハイキング 対面
歩く楽しさと歩くマナーを学びながら健康増進を図る。
【年１回】《地域団体連携》 28

5 元気アップ！体操教室 対面
筋トレ中心の教室と、音楽に合わせて体を動かす教室を隔月
で実施。【年１２回】《地域講師活用》

17 15 19 17 21 18 16 20 18 15 19 19

6 歴史散策 対面
湘南近隣を訪ね、あまり教科書には乗らない歴史の裏知識を
学ぶ。【年１回】

7 そば打ち講座 対面
大人・シニアを対象に、そば打ちを体験する。《地域団体連
携》

18

8 やさしいピラティス 対面
フレイル・転倒予防のピラティス教室。【年９回】《地域講
師活用》

5 3 7 4 2 6 4 8 5

9 市立病院との連携講座
オン
ライ
ン

大人向けWi-Fiを活用した講座。（オンラインまたはハイブ
リッド）《庁内連携》

10 （仮称）スマホ入門講座 対面 業者未定

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 災害備蓄品体験会 対面
防災対策課と連携し、地域に必要な防災知識について学ぶ。
《庁内連携》

2 金融講座 対面
金融庁に依頼し、講師を派遣してもらう講座。《官公庁活
用》

3 (仮)おせち作り 対面
公民館で作った野菜で料理を作る。【年１回】
《地域団体連携》

〇

4 短冊を書こう 対面
近隣の方から頂いた笹をロビーに飾り、来館者に短冊を書
き、飾ってもらう。【年１回】

〇 〇

5 普通救命講習 対面
消防指導課と共催。心肺蘇生法やＡＥＤ取扱方法等について
学ぶ。【年１回】《庁内連携》

16

6
松浪地区社会福祉協議会
との共催講座

対面
（内容未調整、他内容で実施の場合は別途実施）
成年後見制度について学ぶ。【年１回】《庁内連携》

〇

7 星の観察会 対面 松浪小学校校庭にて星を観察する。【年１～２回】
14

(15)

8 日本の年越し 対面
しめ縄づくりを通して、日本の伝統文化にふれるとともに、
子どもからお年寄りまで、世代を超えた交流の場を提供す
る。【年１回】《地域団体連携》

5

9 寄附物品受入事業 対面
NPO法人もったいないジャパンの寄附物品の受入窓口とな
り、寄附物品の一部を講座に活用する。【年６回】《大人ボ
ランティア活用》

16 18 19 21 16 20

10 中学生との交流事業 対面 タイルアート作成、意見交換等を行う。《学校連携》

11
日本の文化を知る「ゆか
た」

対面
「ゆかた」の着装と、ゆかたを通しての所作を学ぶ。
《利用団体活用》

13
27

11
25

8

12
松浪地区地域包括支援セ
ンターとの共催事業

対面
松浪地区地域包括支援センターとの共催事業。【7回】《地
域団体連携》

13 11 9 13 10 12 10 14

実施予定日

 ３　シニア事業　　10事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要

 ４　地域課題解決等事業　　１８事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要
実施予定日
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

13 こわだこどもキッチン 対面

公民館利用団体を中心に、夏休みの平日実習室で昼食を作っ
て一緒に食べる。毎日担当団体を決め、当日の運営を任す。
裏庭の野菜のお世話は包括の事業（認知症対策）の方々が行
い、収穫した野菜も活用する。《地域団体連携》

○ ○

14
松浪コミュニティセン
ター共催事業

対面
松浪コミュニティセンターとの共催事業。（内容時期未定）
《地域団体連携》

15 大人の自転車教室 対面
法改正に伴い大人向けの自転車の安全教室を実施する。警察
と連携。《庁内連携》

9

16
５館連携事業
（仮称）世界の料理リ
レー講座

対面
５館連携事業　世界の料理を作る講座をリレー方式で開催す
る。

17 松浪小７０周年記念事業 未定

18
松浪小学校・PTA共催
事業

松浪小学校・PTA共催事業。《地域団体連携》性教育。 5

大人の折り紙講座 対面 おりがみやシールを使って作品を作る。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 第４５回公民館まつり 対面
利用者や地域の方々との公民館まつりを実行委員会形式で開
催。実行委員会は毎月実施。【年２日】

6
7

2
公民館情報報「こわだ」
発行

主催事業のＰＲ（適宜発行予定）。【年６回奇数月】
小中学生版は年３回～４回（●●休み号）。

○ ○ ○ ○ ○ ○

3 公民館だより 対面 公民館だより発行。 ○

4 こわだ音楽祭 対面 利用者や地域の方々が出演する音楽祭。【年２日】 ○

5 公民館ウィーク 対面 ５公民館共催で、公民館の周知啓発を行う。 ○

6 公民館フェスタ 対面 ５公民館共催で、公民館の周知啓発を行う。

7 ロビー展 対面 随時記入式　個人も可。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 利用者説明会 対面 公民館事業等について説明を行う。

2
公民館ボランティア登録
事業

対面 ボランティア登録と活動支援。

3 登録団体体験事業 対面
公民館利用団体の会員を増やすため、活動日時をリストにし
て紹介する（回数未定）。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
公民館SDGsサポート
隊！

対面
公民館の仕事を体験することで、「自分たちの公民館」の意
識を育む。【年1１回】

18 16 20 18 19 17 〇 19 16 20 20

2 中学生職場体験 対面
松浪中学校の生徒に公民館の仕事を体験してもらう。【年１
回】

〇

事　業　の　概　要
実施予定日

実施予定日

 ５　学習成果活用学習情報提供事業　　７事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要

実施未定

 ４　地域課題解決等事業　　つづき

事　業　名

実施予定日

 ６ 公民館利用者活動支援事業　　３事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要
実施予定日

 ７　次世代ネットワーク事業　　２事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要

○

方法
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館運営審議会 対面 委員の選任、諮問に対する答申、調査、研究。【年２回】 〇 〇

2
公民館運営審議会委員連
絡協議会

その
他

５館の公民館運営審議会委員の連絡協議会。 実施時期等未定

＊日程や内容は変更になることがあります。

 ８　公民館運営審議会等　　２事業

事　業　名 方法 事　業　の　概　要
実施予定日
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№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 子どもの広場 対面

小学生を対象に、工作・お菓子作り・スポーツや野外活
動等のふれあいの場を設け、さまざまな体験を通して自
立心を養う。季節の風物詩を取り入れ日本の伝統継承の
心を養う。年５回を予定。

○ ○ ○ ○ ○

2 秋の自然観察
散策

（屋外活動）
近郊の自然が残る場所に出向き、動植物を実際に観察し
自然保護を学ぶ。

〇

3 サークル体験 対面
小学生に日頃のサークル活動の場を開放し、体験学習を
経験させるとともに、世代を超えたふれあいの場にす
る。

4 小学生の作品展示会 対面
サークル体験で作成した作品を展示することで、こども
たちに発表の場を提供し、楽しい思い出を振り返るきっ
かけとする。

5
スポーツチャンバラ体
験教室

対面
エアーソフト剣を使って、スポーツとしての武道を学
ぶ。チームを作って、学年を越えて交流する。

○

6
海洋ゴミについて考え
よう

対面又はZoom
ＪＰＳＡ（小学生対象）のカードゲームを使って環境に
ついて考える。

○

7
グラウンド・ゴルフ体
験教室

対面 グラウンド・ゴルフを通して、多世代交流を図る。 実施時期等検討中

8 警察官のお仕事体験 対面 市民の安全を守る警察官の仕事を知る。 ○

9
５館連携事業
夏休み投資シュミレー
ション講座

対面とオンラ
インの併用

５館連携事業　５館をZoomでつなぎ、「学校支給タブ
レット」を使って、外国の情勢などの情報を元に、投資
をしながら金融について学ぶ。

25

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 親子でみそ作り講座 対面又はZoom

日本の伝統的な食文化の一つに味噌がある。その原料で
ある大豆を使い味噌作りを体験する。また、親子で取り
組むことで食に対する理解を深め、食生活を大事にする
心を育てる。

○

2 親子料理教室 対面
親子を対象に栄養士による講義と、食生活改善推進団体
ばらの指導による実習を行い、食の大切さや手作りのお
いしさを経験させる。

○

3
子育ての広場　カルガ
モ

対面
乳幼児を持つ家庭を対象に子ども室を開放し、憩いの
場、コミュニケーションの場を提供する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 子育て応援プログラム 対面

親子を対象に、対話型鑑賞会や子どもを取り巻く環境に
ついての勉強会、就園前の親子の体験ミニ旅行、相互保
育による講座など、提案型の講座。また、子ども室の利
用がない時間を、子育て世代の憩いの場として開放す
る。

○ ○ ○ ○

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 遊々クラブ 対面
外出や趣味を持つ機会の少ない高齢者に、気軽に参加で
きる音楽、手芸、散策などの体験の場を年間を通して提
供し、新しいコミュニティ作りを目指す。

○ ○ ○ ○

2 簡単エクササイズ講座 対面 加齢に伴う筋力低下の防止を目的とした体操を学ぶ。 ○

 令和８年度　鶴嶺公民館主催事業実施計画

１　子ども事業

２　家庭教育支援関連事業

３　シニア事業

随時

随時
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№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 国際交流講座 対面
外国人を講師として招き、その国のお菓子と飲み物をと
りながら、対話形式で外国の文化や習慣の違いを知り、
国際理解を深める。

○

2 普通救命講習会 対面
消防指導課と共催。
ＡＥＤの使い方を中心に、応急手当の手法を学び、地域
の応急対応力の向上を図る。

○

3
イスに座ってらくらく
体操

対面
肩こり・腰痛・膝痛の自覚症状のメカニズムを学び、痛
みの予防につながる運動を習得する。

○

4 癒やしのハーブ講座 対面
心と体を癒す効果のあるハーブを使って、ハーブの基礎
知識、活用法を学ぶ。

○ ○

5
体幹を鍛える
ピラティス講座

対面

「健康的にスリムになりたい」「無理せず身体を動かし
たい」という人を対象に、リハビリを目的として生み出
されたピラティスで、年齢や経験を問わず安全なエクサ
サイズを楽しむ。

○

6 親子で防災つるみね 対面

突然やってくる自然災害（地震、台風、洪水）等の発生
時の対応について、情報把握（ハザードマップ）や避難
方法等を学び、公民館や避難所の利用や地域の連携等を
考えていただく。（講師：防災対策課）
小学生に貸与されているタブレット端末を持ってきても
らい、Google meetを活用してワークシートを作成する。

○

7 公民館で避難所体験 対面
災害時に避難所に避難した時の予行演習を兼ねて、避難
生活のイメージを持ってもらい、日々の備えについて考
えてもらう。

実施時期検討中

8
海のＳＤＧｓ
　海藻おしば教室

対面
海藻おしば協会の指導の元、ＳＤＧｓ、特に海の汚染を
学びながら、多種類の海藻を自由にレイアウトして自分
だけのおしばを作る。

〇

9 鎌倉歴史散策
散策

（屋外活動）
歴史の宝庫である鎌倉の史跡旧跡を散策し、鎌倉の歴史
への造詣を深め、参加者同士の交流を深める。

○

10 神奈川散策
散策

（屋外活動）

茅ヶ崎に暮らしていても、知らない神奈川の地は多い。
神奈川県内の名所、史跡、景観などを散策し、地元の良
さを再発見する。

○

11
つるみね健康レストラ
ン

対面

変化し続ける食生活のなかで、健康的な見地から食生活
を考え、健康の維持増進を目指し、市保健所健康増進
課、茅ヶ崎市食生活改善推進団体、公民館が連携し実施
する。

○

12 陶芸講座 対面
一般成人の主に陶芸経験のない人たちを対象に、陶芸の
基礎と作品成形の基本を学ぶ。

○ ○

13
日本の歳越し
しめ飾りづくり

対面
昔から地域で行われてきた正月を迎える行事を通して、
日本古来の伝統の継承と地域の絆を深める。

○

14
つるみねミュージック
イン

対面

地域の音楽文化を育てる支援をするとともに、日頃の練
習成果を発表する機会とし、また音楽を通しての仲間づ
くりの場にする（５月そよ風コンサート、８月サマーラ
イブ）。

○ ○

15 卓球開放 対面
身近な卓球を気軽にできるよう、卓球サークルの協力の
元で、講義室を卓球場として一般開放する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16
５館連携事業（仮称）
世界の料理リレー講座

対面とオンラ
インの併用

５館連携事業　世界の料理を作る講座をリレー方式で開
催する。

実施時期等検討中

17
成年後見人制度を学ぼ
う

対面

地域福祉課と共催
成年後見人制度（認知症や知的・精神障がいなどで判断
力が不十分なことにより、財産管理手続きなどの意思決
定支援をする制度）を学ぶ。

実施時期等検討中

18 夏の貝殻リース作り 対面 造花を使ってフラワーアレンジの基礎を学ぶ。 〇

19 鶴嶺歴史講座 対面 鶴嶺地区の歴史について学ぶ。 ○

４　地域課題解決等事業
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５　学習成果活用・学習情報提供事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館まつり その他

公民館まつり実行委員会が中心となり、自ら企画・立
案・運営を行い、各サークルの学習の成果を発表し、公
民館が身近な社会教育の発信基地であることを地域に広
め、交流を深める。

○

2
公民館フェスタ
【５館連携】

その他
日頃公民館を利用したことのない人への広報活動として
５館が連携して展示や体験講座を商業施設等で行う。

3
公民館ウィーク
【５館連携】

その他
日頃公民館を利用したことのない人への広報活動として
５館が連携して展示や体験講座を市民ふれあいプラザで
行う。

○

4 古典文学講座 対面
文学作品から時代背景、物語の美しい四季や登場人物の
心の描写触れ、教養を深め情操を養う。

○

5
つるみねオープンサー
クル

対面
鶴嶺公民館でのサークルの活動を、一般利用者に体験し
てもらう機会を設ける。サークル会員の増加と、公民館
利用者の増加を目指す。

6 ロビー展 その他
公民館利用団体の活動内容や成果をロビーを活用し、展
示し発表する場にする。

６　公民館利用者活動支援事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 利用者懇談会
公民館利用者団体で組織される懇談会。
（意見交換会のほか、草取り、大掃除等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
利用者懇談会５館協議
会

５公民館の利用者による意見交換会。

７　次世代ネットワーク事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
インターンシップ受け
入れ

対面
大学生の就業体験とともに社会教育について考えてもら
う機会を創出する。

2 職場体験の受け入れ 対面 近隣中学生に公民館の仕事について理解してもらう。

８　公民館運営審議会等

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館運営審議会 対面
公民館における主催事業等の企画実施についての調査・
審議等や館長の諮問に応じ答申を行う。

○ ○

2
公民館運営審議会委員
連絡協議会

対面 ５館の公民館運営審議会委員の連絡協議会。 実施時期検討中

3
神奈川県公民館連絡協
議会研修会

対面
神奈川県公民館連絡協議会主催の研修会に公民館運営審
議会委員、館長などが参加。

○

4
公民館運営審議会委員
等研修会

対面
社会教育委員・公民館運営審議会委員を対象に、社会教
育への理解を深められるよう、社会教育の基礎的な学習
を行う。（社会教育課主催）

○

＊日程や内容は変更になることがあります。

実施時期等検討中

随時

随時

実施時期等検討中

随時

随時
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令和８年度　茅ヶ崎市立松林公民館主催事業計画

　　　　　　 テーマ「つなげる　ひろがる　松林公民館」

１　子ども事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 【６館連携】投資講座
対面

Zoom

青少年会館を含めた６館で実施。
市内小学校に整備された１人１台タブレットを
使用して投資を学ぶ講座。

25

2 子どもの広場（ハロウィン） 対面 ●

3 子どもの広場① 対面

4 子どもの広場② 対面

5 子どもの広場③ 対面

6 子どもの広場④ 対面

7 子ども将棋スペース 対面
将棋の普及と子どもたちの居場所づくり。
（第２日曜の予定）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 将棋スペース杯（秋季戦） 対面 将棋の普及と子どもたちの成果発表の場。 ●

9 将棋スペース杯（春季戦） 対面 将棋の普及と子どもたちの成果発表の場。 ●

10
放課後対策講座
ほうかご折り紙くらぶ

対面
平日放課後15：30～16：30を活用した
子どもの居場所づくり講座。

● ● ●

11
夏休み講座①
民生委員さんの子ども料理教室

対面
民生委員を講師にむかえ、子どもたちの居場所
づくりとして、ランチを作る。

12
夏休み講座②
もくもくさんと工作教室

対面
道具を使う機会の創出。
木ねじなどを使って恐竜などの工作を行う。

●

13
夏休み講座③
こども手話教室

対面 小学生対象に４日間手話を学ぶ。 ●

14 民間企業との連携講座 対面
民間企業ならではのコンテンツで、子どもたち
が普段体験できない出張講座を実施。

２　家庭教育支援関連事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 子育てホッとスペース 対面
絵本の読み聞かせ、手遊び、おしゃべりなどを
通して友達を作る。共催：室田保育園

16 14 18 16 20 17 15 19 17 14 18 18

2 子育てプチサロン　こっこのおうち 対面

子どもの対象：乳幼児
子育てホッとスペース参加者が参加しやすい講
座。
子育てホッとスペースのボランティアを講師と
して、ボランティアへの参加促進を視野入れた
講座を展開。

3 乳児小児のための応急手当講習会 対面

子どもの対象：乳幼児・小学生
子育て中の保護者に、もしもの時の対応を学ん
でもらう。
【保育付き講座】協力：消防指導課

●

4 スマイリングままサロン 対面

子どもの対象：乳幼児
産後ケアとして、体操や栄養、ホルモンバラン
スについて学ぶ。
【保育付き講座】（全３回）

●

企画・日程等　調整中

１０月：ハロウィン
その他の月：４回
合計５回開催予定

子どもだけではできない遊びやスポーツ、工作
ができる機会を、ボランティアや団体の協力を
得て提供する。

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中
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２　家庭教育支援関連事業　つづき

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

5 ぴよぴよアトリエ 対面
子どもの対象：未就学児
親子で参加の造形教室。

● ● ● ●

6 親子でパステルアート 対面
子どもの対象：未就学児
子育てから離れる自分時間の手法の１つとして
パステルアートを学ぶ。【保育付き講座】

7 幼児のおやつ・お弁当づくり 対面
子どもの対象：未就学児
手作りおやつや幼稚園児のお弁当づくり。

8
夏休み講座④
夏休み親子料理教室

対面
子どもの対象：小学生
茅ヶ崎市食生活改善推進団体との連携講座。
講師指導のもと、親子で協力し料理を作る。

●

9 親子でモルック＆ピザ窯講座 対面
子どもの対象：小学生
親子でモルック体験を実施し、ピザ窯で焼いた
ピザを食べて親子の交流時間を作る。

10 親子でソバ打ち体験 対面
子どもの対象：小学生対象
１２月の年越しそばを自分達で打てるよう、親
子でソバ打ちを学ぶ。

●

３　シニア事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
松林赤とんぼクラブ
（高齢者体操）

対面
地域包括支援センターくるみとの共催による高
齢者体操（全12回）時節に合わせた健康小話
も実施。

15 20 17 15 19 16 14 18 16 20 17 17

2 市立病院健康講座 対面
市立病院の医師・看護師を講師として
病気や介護等に関する知識の学習機会を提供。

3
【シニアの元気応援団プログラム①】
シニアの脳トレ＆ストレッチ

対面
介護福祉士・介護予防運動指導員による
シニア向けの健康運動講座。

● ● ● - -

4
【シニアの元気応援団プログラム②】
お元気体操教室～転ばない体づくり～

対面 介護予防としての身体づくりの体操講座。 - ● ● ● -

5
【シニアの元気応援団プログラム③】
元気村（おざさ医院）

対面
地域の医師であるおざさ医院の協力のもと「介
護予防」の地域連携プログラムを実施。

- - ● ● ●

6 スマホの使い方講座 対面
デジタルデバイドを解消するため、スマート
フォンの使い方講座を開催。
協力：ソフトバンク社

7 うたごえ広場 対面
歌謡曲にあわせて、参加者と一緒に歌う機会を
提供する。
共催：松林フォーク村

● ● ● -

8 お達者クラブ 対面
シニアや地域の人を講師に呼び、シニアの活動
の場を提供するとともに、料理や手仕事を地域
の方と学ぶ機会を創出する。

9 シニアの折り紙広場 対面
シニアを対象に季節に応じたおりがみ作品を作
成する。

10 ノルディックウォーキング 対面
ノルディック用のポールを使い、正しい姿勢と
歩き方を学び、郊外を散策する。
（運動強度は強め）２回/年

● ●

11
茅ケ崎まるごと博物館
大山道（高田・室田）ウォーキング

対面
社会教育課作成の「まるごと博物館　大山道
（高田・室田）」のMAPを使い、地域の市内
史跡散策をする。

12 シニアの麻雀教室（平日） 対面
地域交流や生きがいづくりの促進として、シニ
アを対象に、麻雀の基礎を学ぶ。

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中
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４　地域課題解決等事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 【６館連携】料理講座
対面

Zoom

ホスト館の講師をZoomを経由して各拠点を繋
ぎ、調理実習する講座。
料理の発祥背景や国についても学ぶ。

2
【共催】【５館連携】
成年後見制度講座

対面
成年後見制度について学ぶ。
成年後見制度を使うメリットとデメリット等。

3 エンディングノート 対面 エンディングノートの書き方を学ぶ講座。

4 【共催】普通救命講習 対面
AEDの使い方や人工呼吸の方法などの救命活
動について学ぶ。
【保育付き講座】共催：消防指導課

26

5 おもちゃの病院 対面
地域のボランティアの方によりおもちゃの修理
をしてもらう。

9
16

11
25

- 12
26

7
21

- 16
23

6 卓球開放 対面
利用の少ない時間帯に講義室を自由に卓球でき
る場として開放する。

- 31 28 25 30 27 25 29 - 31 28 28

7 松林おとな倶楽部Ｃａｎｄｙ 対面
子育てが一段落ついた、新しい趣味や友達を見
つけたい方が集う場として、簡単な編み物やク
ラフト工作などを学ぶ。

8 日本の年越し（しめ縄づくり） 対面 しめ縄づくりを行う。 ●

9 防災講座 対面
防災対策課、保健師（子ども育成相談課）、災
害経験者等の協力を得て、防災について学ぶ。

10 はじめての麻雀教室（中級編） 対面 麻雀の基本的なことから学ぶ。
11
25

9
23

13
27

11
25

8
22

12
26

11 おとなのパステルアート 対面 毎回異なる技法を学びながら描く。

12 プレシニア健康講座 対面
シニアの前世代に対する健康講座（40～50
代）。

13 魚のさばき方 対面
魚屋さんから魚のさばき方を学ぶ講座。
自炊・調理する機会の提供。

５　学習成果活用・学習情報提供事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
【５館連携】
公民館ウィーク

対面
日頃公民館を利用したことのない人への広報活
動として、５館が連携して展示やワークショッ
プを市民ふれあいプラザで実施。

●

2
【５館連携】
公民館フェスタ

対面
公民館の広報活動として、５館が連携して展示
やワークショップを実施。

●

3
山野草展
（春、秋、ふれあいプラザ）

対面

山野草保護啓発のため、茅ヶ崎山草会による作
品展示。
※奇数年：４月松林公民館、５月ふれあいプラ
ザA・B区画
　偶数年：４月ふれあいプラザA,B区画、５月
松林公民館
秋：松林公民館

15
16

16
17

19
20

4 さつき展 対面
利用団体である茅ヶ崎さつき会による作品展
示。

23
24

5 公民館まつり 対面 公民館の利用団体の発表の場。 ●

6 お料理講座 対面
食生活改善推進団体　茅波会とともに料理の幅
を広げる活動を実施する。

7
サークル支援
MSC（メンズスポーツクラブ）
筋肉弛緩体操

対面
サークル活動の成果発表の場、会員不足解消を
目的として、地域の方向けに、ストレッチ運動
や運動メニューを提供する。

8 ロビー展示 対面
季節に合わせて、サークルの活動記録や作品を
ロビー展示し、サークル活動の周知を実施す
る。

随時

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

企画・日程等　調整中

秋 実施日検討中

実施日検討中
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６　公民館利用者活動支援事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館の利用方法説明会 対面

公民館の利用方法説明会。（４月）
新公共施設予約システム利用者説明会。
（８～１０月）
連絡ポスト・ロッカー等使用申請。（２月）

12 ● ●

2 大掃除 対面
普段利用されているサークル同士が助け合い、
公民館の清掃を行う。

● ●

７　次世代育成ネットワーク事業

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 インターンシップ受入（仮） 対面
大学生等の公民館へのインターンシップ受入
れ。

● ● 　

2 松林小学校学区探検 対面
松林小学校の学区探検にて公民館訪問の際、公
民館の役割などについて説明する。

● 　

3
夏休み講座⑤
夏休み親子おもしろ科学実験

対面
野木先生による科学実験。
赤羽根中学校科学部による科学工作講座。

●

4
夏休み講座⑥
夏休み子ども卓球教室

対面
卓球初心者対象に基礎を学ぶ。（全２回）
【学校連携】近隣中学校卓球部

 ●

5 北陵高校連携講座 対面
【学校連携】北陵高校
北陵高校の生徒と連携し、事業を実施する。

6 高校生による
子どもボランティア

対面
【学校連携】茅ヶ崎高校/鶴嶺高校
茅ヶ崎高校/鶴嶺高校ボランティア部と連携ボ
ランティア活動事業を実施する。

7 茅ケ崎支援学校
カーテン清掃

対面
Zoom

【学校連携】茅ヶ崎支援学校
茅ヶ崎支援学校　洗濯班と連携し公民館のカー
テンを清掃を依頼。
公民館利用団体との交流もZoomで図る。

８　公民館運営審議会

Ｎｏ 講座名 方法 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館運営審議会 対面
公民館の運営について委員にて審議する。
１年目：定例会年２回
２年目：定例会年３回（諮問・答申）

2
茅ヶ崎市公民館運営審議会委員等研修
会

対面
市主催の公民館運営審議会委員向けの研修会。
対象：審議会委員ほか

●

3 神奈川県公民館連絡協議会研修会 対面
県公民館連絡協議会主催の研修会。
対象：館長・職員・審議会委員ほか

●

4 公民館運営審議会委員連絡協議会 対面
５公民館の審議会委員間で行う連絡協議会。
対象：審議会委員ほか

●

調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中
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事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ドキドキチャレンジ 対面
子どもたちに少しハードルの高い課
題を課し、やり遂げる力、協調性、コ
ミュニケーション能力を養う。

〇 〇

なんご昆虫ミュージアム 対面
実物または標本を通して、昆虫の生
態、昆虫の採り方、絶滅危惧種の問題
を学ぶ。

〇

子どもの広場 対面
小学生向けアウトドア体験、工作、工
場見学等。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

夏休み  Kodomoデザイン
教室

対面 小学生向けデザインワークショップ。 〇 〇

Ｊｒサウンドアカデミー 対面
子どもに音楽（楽器演奏）の楽しさを
普及する。

〇 〇 〇

けんだま教室 対面
けん玉をすることで集中力、瞬間的
な判断力、本番に強くなる精神力を
養う。

〇

ビーチサッカー教室 対面

ビーチサッカーを通して砂の上＝走
りにくいフィールドで裸足でボールを
コントロールする技術を養い筋肉や
体幹を鍛える。

〇

習字 対面
日本の伝統文化の一つである書道を
通して丁寧に文字に向き合い,書道の
技術の向上を図る。

〇

ライフセービング教室 対面
スポーツアンバサダーによるスポーツ
教室。

〇 〇

なつやすみ　ワークルーム 対面
長期休みの日中、ロビー等を学習・
ワークショップ等のスペースとして提
供し、子どもの居場所づくりを担う。

〇 〇 〇 〇

投資講座 オンライン

子どもたちがゲームを通してお金や
経済について学ぶ機会として、関心
が高いため５館連携事業として実施
する。

事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

絵本とおはなしの時間 対面
絵本・パネルシアター・手遊び・わらべ
うた・紙芝居等。

ママのエクササイズ 対面

産後の体について理解し、産後体操
等で子育て中の心身の不調を改善で
きる方法を学ぶ。また、参加者の交流
の場として、「孤独な子育て」を回避
することも目的とする。

〇

乳幼児の救命講習会 対面 乳幼児の事故、ケガの対処法を学ぶ。 〇

おやため交流会 対面
小学生から中学生の子を持つ親向け
の子育てに役立つセミナー。

〇

わらべうたと絵本で遊ぼう 対面
就園前の未就学児とその保護者向け
わらべうたを通し、子どもの発達に大
切な情緒や感性を育む。

すまいるぱーく 対面

未就学児の親子が体を動かしたりふ
れあいあそび等を楽しむ（ミニ運動
会・リズム遊び・保育フリースペースひ
だまり）。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（講座用保育ボランティア） 対面

１講座２名でボランティアを依頼する
が（子ども２名に対してボランティア１
名）、託児人数及び年齢によってボラ
ンティア人数を決める。

親子パン作り教室 対面
未就学児及び小学校低学年を対象と
して親子でパンを作る。

〇

１　子ども事業

２　家庭教育支援関連事業

＜令和８年度　南湖公民館主催事業計画＞
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事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ロビーでＢａｂｙ 対面
平日の午前中、ロビーをフリーの保育
スペースとして開放。

事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

元気モリモリ体操 対面

家庭の事情により外出が出来ない方
の運動不足、筋力の低下を防ぐ為、自
宅でも出来る筋力アップのトレーニン
グやストレッチなどを学ぶ。

ストレッチ&簡単ダンスで運
動不足解消

対面

家庭の事情により外出が出来ない方
の運動不足、筋力の低下を防ぐ為、自
宅でも出来る筋力アップのトレーニン
グやストレッチなどを学ぶ。

歴史講座① 対面
歴史的遺産や名所を巡ることで理解
を深め、歴史に親しむ。

〇

歴史講座② 対面
歴史的遺産や名所を巡ることで理解
を深め、歴史に親しむ。

〇

食生活改善料理教室・栄養教
室

対面
団塊世代向け料理講座及び地産地消
をテーマにした料理講座と栄養講座。

〇

シニアのPC・スマホなんでも
解決！救急隊

対面
高齢者のデジタル格差をなくし、ITリ
テラシー向上の機会をつくる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

健康講演会 対面
地域の方々へ病気・介護予防の知識
普及のため南湖地区社会福祉協議会
と共催で実施する。

〇

庭木の剪定教室 対面

座学：剪定の基本。参加者の家庭の木
の手入れ方法。
実地：南湖公民館としおさい南湖の
木を剪定する。

〇

夏の和菓子づくり 対面
地域の和菓子店を講師役に季節感あ
る和菓子を作る。

文学講座① 対面 内容未定。

文学講座② 対面
朗読を楽しむ文学講座。
湘南コミュニティセンターとの共催事
業。

〇

日本の歳越し 対面
しめ縄づくりを通して指導者から地
域へ伝統文化を伝承する。

〇

あつまれ！こども卓球ひろ
ば

対面
卓球フリースペースを通して、地域の
小学生やその家族等の居場所をつく
るとともに、公民館の活用を図る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バレトン 対面
フィットネス・ヨガ・バレエを含んだエ
クササイズを行う。初心者でも気軽に
運動することができる。

お灸 対面
お灸についての理解を含め、自分自
身の体と向き合い、健康な体づくり
を目指す。

〇

料理教室 対面 おせち料理づくり。 ○

普通救命講習会 対面
心肺蘇生法、AEDの使用方法などを
学ぶ。

〇

３　シニア事業

４　地域課題解決等事業

２　家庭教育支援関連事業　　　つづき
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事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

リース作り 対面
親しみのあるお花を使って小さな
リースを作る（お正月飾り）。

魚さばき教室 対面

地元の魚屋さんによる魚の捌き方教
室。地物の魚を調理することで、新鮮
な魚のおいしさを知り、家庭でも一
層魚料理に親しむ機会を創出する。

防災講座 対面
マイクロバスで厚木にある神奈川県
総合防災センターへ行き災害体験を
する。

〇

地域発！ちょこっとまち歩き 対面
ちがさきまるごと博物館との共催で
茅ヶ崎の芸術家たちをテーマに散策
する。

〇

アーユルベーダ 対面
こころとからだを磨き、健康でよい人
生を送るためにアーユルべーダを学
ぶ。

〇

いまさら聞けないふるさと
納税

対面
平成２０年からはじまったふるさと納
税制度について学ぶ講座。

〇

地産地消　公民館×道の駅湘
南茅ヶ崎

対面
道の駅にて取り扱う茅ヶ崎産の産品
を通し、茅ヶ崎の地産地消を学ぶ。
ウォーク&クイズラリー。

〇

茅ヶ崎ハマグリを育てよう 対面

漁業協同組合と協力し、茅ヶ崎海岸
にハマグリを根付かせるため、稚貝を
浜にまき、また海洋環境に関する講
和を聴く。

〇

ENEOS製油所工場見学 対面

インフラを支えるエネルギーがどのよ
うに生産されているかを理解すると
ともに、脱炭素社会の進展に伴う排
出削減や効率化を現場で学ぶ。

〇

世界の料理 オンライン

海外の食文化への関心を高め、食を
通じたコミュニケーションにより国際
相互理解を深める機会とし、５館連携
事業とすることで効果的に事業を行
う。

事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

南湖公民館まつり 対面 サークル活動発表の場、地域交流。 〇

なんごサウンドコースト 対面 サークル活動発表の場、地域交流。 〇

公民館ウィーク 対面

５館を市民に広く周知するために市
役所１階ふれ合いプラザで各館のパ
ネル展示とチラシ配架を行う。５館連
携事業。

〇

公民館フェスタ 対面
５館を市民に広く周知するためにイオ
ン茅ヶ崎中央店で各館のパネル展示・
講座体験を行う。5館連携事業。

事　業　名 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

利用者懇談会 対面
公民館利用者団体で組織される懇談
会の意見交換会。

〇 〇 〇

5館利用者懇談会 対面
各公民館利用者団体で組織される懇
談会の意見交換会。

〇 〇

年末大そうじ 対面 公民館内の年末大掃除。 〇

５　学習成果活用・学習情報提供事業

６　公民館利用者活動支援事業

４　地域課題解決等事業　　　つづき
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事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

インターン・研修等受入れ
インターンシップや研修等で公民館の
仕事を体験する。

事　業　名 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

公民館運営審議会 対面
公民館における主催事業等の企画実
施についての調査・審議等や館長の
諮問に応じ答申を行う。

〇 〇 〇

公民館運営審議会委員連絡
協議会

対面
５館の公民館運営審議会委員の連絡
協議会。

県公連館長・公運審委員研修
会

対面
県公連館長・公運審委員研修会に公
運審委員などが参加。

〇

＊日程や内容は変更になることがあります。

８　公民館運営審議会等

７　次世代ネットワーク事業

4/4



１　子ども事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 夏のおはなし会 対面

幼児、小学生向けのおはなし会。
子どもが集中できるプログラムを考慮して
「体を動かす」「じっと静かに聞く」「声
を出す」「メロディーを聴く」を構成し、
子どもの想像力や情緒を豊かに育てる。

①2歳～未就
園児の親子
②園児～小学
生

○ ○

2 おもしろ理科実験 対面

身近な生活の中にある「理科」の実験教
室。①実験結果の仮説を立てる②実験で検
証するの２ステップの仮説実験授業で、能
動的に学びを深める機会を提供する。

小学生・12人
（保護者同伴
可）

○ ○

3 プログラミング教室 対面

小学校で必修学科となったプログラミン
グ。家庭でもプログラミングが身近なもの
となるよう、親子で体験する機会を提供す
る。

小学生・10人
（保護者同伴
可）

○ ○

4 ウニらんたんを作ろう 対面

ウニから環境問題を学ぶ。
ウニの殻等を利用して作品を完成させる達
成感を味わってもらい、自分で考えて作る
ことで創造力を育てる。

小学生・保護
者10組

○

5
レッツ!トライ!ボランティ
ア!!2026

対面

小学校3年生から中学生を対象に福祉、環
境、防災、平和、まちづくり等、自分たち
のやりたいことをテーマとして選定し、実
際に体験してみることで学んでいく。１年
間の活動の成果は公民館まつりなどの中で
発表する。

小学3年生～
中学生
10人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 やぎさんふれあい広場 対面

やぎとのふれあい、餌やりを中心とするふ
れあい学習。身近な動植物に親しみをもっ
て接し、生命の尊さに気づき、いたわった
り、大切にしたりしようとする気持ちを育
てる。

未 定

7 こども健康麻雀 対面

頭脳スポーツとして人気が高まっている麻
雀のルールを学び、実際に対局する。子ど
もたちの居場所を創出し、交流の輪を広げ
ていく。

小学4年生 未 定

8 青虫くん人形を作ろう 対面

型紙を使い紙人形を作り、人形劇を演じ
る。物を作ることにより集中力を高める。
劇として楽しめむだけではなく、子どもの
知識や想像力を育てる。

未就学児～小
学生・8人
（保護者同伴
でも可）

未 定

9
オープンスペース～七夕飾
りを作ろう～

対面

公民館に寄贈いただいた笹に七夕飾りや短
冊を作って飾りつけを行う。開催会場は出
入り自由とし、レッツトライボランティア
の子どもたちに講師になってもらい、当日
教える形とする。

3歳から小学6
年生まで　20
人

○

10
オープンスペース～ハロ
ウィンの飾りつけを作ろう

対面

公民館では、昨年ハロウィンの飾りつけを
職員で行ったが、今年は子どもたちに集
まって作ってもらい、公民館にみんなで飾
る。

3歳から小学6
年生まで　20
人

未 定

11
【5館連携事業】
夏休み投資シミュレーショ
ン講座

対面・
ZOOM

5館をZoomでつなぎ、「学校支給タブレッ
ト」を使って、外国の情勢などの情報を元
に、投資をしながら金融について学ぶ。

○

令和８年度　香川公民館主催事業実施計画
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２　家庭教育支援関連事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 おちゃっぴ粘土教室 対面

小さく丸めた粘土から、キャラクター作品
へと仕上げていく過程を学ぶ。見本はある
が、基本的に自分の作りたいものに仕上げ
ていくオリジナリティーを育む。

3歳～小学生6
年生まで
20人

○

2 かめさんのおうち 対面

地域のつながりの希薄化や核家族化などの
社会の生活変化が著しい。子育て仲間とお
互いの子育ての不安や共感を得る機会も少
ない中、年齢の近い子どもを持つ保護者同
士の交流の機会を作る。

０才～就学前
までの子ども
とその保護
者、子育てに
関心のある方

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 保育園のびのび広場 対面

保育園や幼稚園にまだ通っていない子ども
を対象に、集団生活へのきっかけになる場
を提供。保育士が年齢の近い子どもを持つ
保護者同士の交流の機会を作る。

乳幼児とその
保護者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 お金について考えてみよう 対面
買い物ごっこから、お金の価値や使い方を
考える。お小遣い帳のつけ方も学ぶ。

小学生と保護
者・8組

〇

5
みんなで楽しく親子リト
ミック＆色々な打楽器であ
そぼう！

対面
リトミックを通じた、子どもの総合的な成
長を促す。

未就学児とそ
の保護者

○

３　シニア事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 シニアのための保健体育 対面
高齢者の健康づくりと交流、高齢者支援
リーダーの活躍の場。

60歳以上
20名

12 9 14 18 8 20 10 8 19 9 9

2 スマートフォン講座 対面
シニア世代のスマートフォンの使い方を支
援する。

一般
10名

未 定

3
大人のためのエンジョイリ
ズム体操

対面
子ども向けが多いリトミックの手法を大人
向けにして、音楽に親しみながら、身体の
活性化を図る。

未 定

４　地域課題解決等事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
夏に涼しい手づくり布ぞう
り

対面
古い浴衣を使って布ぞうりを作る。
自分たちの学びを地域に還元できる事業方
向とする。

中学生以上 14
未
定

2
布ぞうり番外編
幻の履き物
足半(あしなか）を編む

対面
1000年以上前の人々に愛用された履き物を
足半を古布で作り、リサイクルと足の建康
を図る。

中学生以上 未 定

3 かがわ健康ウォーク（春） 対面
（春）ウォーキンングの楽しさを知り健康
増進を図る。

一般
10
11

4 かがわ健康ウォーク（秋） 対面
（秋）ウォーキンングの楽しさを知り健康
増進を図る。

一般 未 定

5
かがわ健康ウォーク（番外
編）

対面

(番外編　水彩スケッチ）
ウォーキンング番外編として、スケッチし
ながらウォークを楽しむ。同じ目的を持っ
た仲間づくりの場とする。

一般
22
23
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４　地域課題解決等事業　　つづき

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

6
日本の年越し　しめ飾りづ
くり

対面
年越し行事のしめ飾りづくりを体験し地域
交流を図る。

中学生以上 ○

7 かがわサロン 対面
スポーツ、健康、歴史、生活、食、経済、
音楽、情報など多方面から時代に即した
テーマを選び、地域の活性化を図る。

未定 未 定

8 普通救命講習会 対面
消防指導課と共催。救急車がくるまでの、
救命処置、応急手当を身につけ生存率、社
会復帰率を上げる。

中学生以上 28

9 夏休み学習室開放 対面
夏休み期間、空いている部屋を宿題や勉強
の場として提供する。

○ ○

10 卓球開放 対面
小学生以上を対象に体力向上と仲間づく
り。

小学生以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 庭木の剪定教室 対面
庭木剪定の基礎的な技術を公民館の敷地内
の庭木を題材に実地指導と並行して学ぶ。

一般
10
24

12 パーソナルカラー講座 対面
春夏秋冬のパーソナルカラーを学び、セル
フチェックを行う。自分に似合う色を布を
使い、グループワークで見つける。

一般 〇

13 初めての己書講座 対面

文字を書くことが少なくなり自分の文字に
自信が持てなくなったという方が多い。書
き方に制限がなく自由に書く己書を学び、
メールにも頼らない筆文字文化を促進す
る。また講座後に生徒の作品展を開催す
る。

18歳以上 ○

14
一眼レフ初心者カメラレッ
スン

対面

一眼レフやミラーレスカメラの軽量化が進
み、誰でも気楽にカメラを手にすることが
増えた。しかし、実際はカメラの複雑な機
能や扱い方がわからず、学ぶ機会も少ない
ため、その使い方を学ぶ。

一眼レフカメ
ラかミラーレ
スカメラをお
持ちの方

○ 〇

15
一眼レフカメラ　マニュア
ルモード実践講座

対面

一眼レフ初心者カメラレッスンなどで、マ
ニュアルモードを学んだ方の次のステップ
として、また、実際にマニュアルモードで
撮影しているがうまく撮れない方向けに撮
影会を中心とした実践編。ほかに写真のレ
タッチや講評会も行う。

一眼レフカメ
ラかミラーレ
スカメラをお
持ちの方

○

16
君がもっと強くなるトレー
ニング

対面・
Zoom

公民館利用の機会が少ない中高生を対象
に、学校・日常生活でパフォーマンスを向
上させるためセルフケアの方法を学ぶ。

中学生以上
15人

未 定

17
小出川で冬鳥ウォッチン
グ！

対面

香川公民館近隣の自然に親しむ。変化がわ
かりやすいテーマ「冬鳥の渡り」を取り上
げ、自然観察から香川地域の環境にも目を
向けるきっかけをつくる。

小学生以下は
保護者同伴
15人

○ ○ ○ ○

18 身体を動かし認知症予防 対面
地域包括支援センターの役割等を紹介。人
生100年時代、介護について学ぶ。

一般 ○

19 キムチを漬けよう！ 対面

生活習慣を見直し、腸内環境のバランスを
整えたいという人が増えている。発酵の力
によって腸内環境を整える効果が期待でき
る夏のキムチを手作りし、健康増進を図
る。

18歳以上
12人

○

20
糀職人に学ぶ「発酵の世
界」
豆板醤を作ろう

対面

無理なく糀を生活に取り入れて、食を通し
た体づくりを促す。今回はそら豆と糀を
使って、簡単にできる発酵調味料の作り方
を学び、毎食事に取り入れることで腸内の
環境を整える。

18歳以上
16人 ○
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４　地域課題解決等事業　　つづき

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

21 段ボールでコンポスト 対面
段ボールを使って使い勝手の良いコンポス
トを作る

グループ
家族
個人
10組（人）

未 定

22 成年後見制度講座 対面
成年後見制度がどんな時人必要となるか、
事例等を交えて説明する。

18歳以上
20～30人

未 定

23 贅沢味噌作り教室 対面

通常の味噌作りより2倍量の糀を使って作る
＜贅沢味噌＞は自然な甘さで大人も子ども
も食べやすい。味噌作り初心者にはわから
ない保存の仕方や、保存中起こりうるカビ
がどうして発生するのか、その対処の仕方
についても学ぶ。

18歳以上
16人 ○

24
クリスマスススワッグを作
ろう

対面

季節の自然素材を扱い、忙しい日々の生活
の中で気持ちのリフレッシュ効果も見込め
るナチュラルなクリスマスリールを手作り
する。

18歳以上
16人 ○

25
みんなのひろば
恐竜折紙編

対面
小学生以上を対象に、異世代間交流を図る
フリースペース。工程が多い恐竜折紙に挑
戦する。

小学生以上 ○

26
せいろでふかし饅頭を作ろ
う

対面

せいろは食材の旨み、甘みを引き出し、食
味が良く、ふっくらと火が通る。ヘルシー
で調理の手間がかからないため、使い方が
分かれば便利なもの。そのせいろの使い方
を知り、昔懐かしい田舎風のふかし饅頭を
作る。

18歳以上 ○

27 インスタグラム初心者入門 対面

インスタグラムを通じて、地域の魅力を発
信する講座。アプリのインストール、アカ
ウントの取り方、投稿の仕方などを学ぶ。1
か月後にフォローアップ講座も開催する。

18歳以上 ○ ○

28
【5館連携事業】
（仮称）世界の料理リレー
講座

対面・
Zoom

世界の料理を作る講座をリレー方式で開催
する。

18歳以上 未 定

５　学習成果活用・学習情報提供事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 第36回公民館まつり 対面
公民館まつり実行員会を中心にサークル活
動の発表や展示、バザー、模擬店等を2日間
にわたって開催する。

○ ○

2 夏休み自由広場 対面
夏休み期間中に公民館利用サークルの活動
を小・中学生が体験する。

○ ○

3
主催事業情報「かがわ」発
行

公民館主催事業のＰＲ。 ○ ○ ○ ○

4 公民館報「こもれび」発行 公民館からの情報発信。 休 刊

5
鶴が台中学校「コミュニ
ティセミナー」との連携事
業

対面
鶴が台中学校の生徒が授業の一環として、
香川公民館のサークル活動を体験する。

○

6 公民館ウィーク 対面 5公民館共催で、公民館の周知啓発を行う。 未 定

7 公民館フェスタ 対面 5公民館共催で、公民館の周知啓発を行う。 未 定
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６　公民館利用者活動支援事業    

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館利用者懇談会 対面

公民館の利用団体で組織される懇談会。活
動内容でブロックに分かれ、ブロック代表
である世話人会を中心にサークル体験、学
習会、清掃活動、広報誌発行などを行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
公民館利用者懇談会５館協
議会

対面 ５公民館の利用者代表による意見交換会。

７　次世代育成ネットワーク事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 小学生公民館見学 対面
近隣小学校の総合的学習の時間に協力し、
子どもたちに公民館を知ってもらい利用促
進につなげる。

2 職場体験の受け入れ 対面
近隣中学生に公民館の仕事について理解し
てもらう。

８　公民館運営審議会等          

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 対象・定員 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館運営審議会 対面

館長の諮問に応じ、公民館における各種の
事業の企画実施につき調査審議する。
（定例会：年2～3回、社会教育課主催研修
会：年1～2回）

○ ○ ○

2
公民館運営審議会委員連絡
協議会

対面
５公民館の審議会委員で構成する連絡協議
会。

3
公民館長・公民館運営審議
会委員等研修会

対面
県公民館連絡協議会主催の研修会に公運審
委員が参加する。
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担当 事業名 事業の概要

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○ ○ ○ ○ 〇 ○

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

〇
研
修

〇
研
修

〇
研
修

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○ ○

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○
啓発
活動

○
啓発
活動

令和８年度　青少年課主催事業計画

育
　
成
　
担
　
当

小学校ふれあい
プラザ事業

　児童の放課後の安全安心な居場所、異年齢間の交流の場
を、各小学校の運営委員会に委託し、提供します。

　子ども会活動等において、地域の青少年リーダーとして活
動できる人材の育成のため、小学生及び中学１年生を対象
に講座の開催や体験活動事業を実施します。

ジュニアリーダー
養成事業

　青少年育成推進協議会や市子ども会連絡協議会、単位子
ども会等の青少年健全育成団体の円滑な活動や活性化の
ため、情報提供等の支援を行います。また青少年の育成に
関わる方向けの研修を実施します。

青少年関係団体の
育成事業

　茅ヶ崎市域の青少年指導員の活動を推進するため、青少
年指導員の学区における活動や協議会としての市域全体に
おける活動を支援し、地域の青少年育成の振興促進を図り
ます。

青少年指導員活動
支援事務

成人の日関連事業

　人生の節目に改めて自覚を促し、祝い励ますとともに、家
族や友人、地域とのつながりをより深める機会とするため、
「はたちのつどい」を開催します。年度中に20歳となる市内
中学校卒業生の代表者等による実行委員会が企画、運営し
ます。

計画予定

茅ヶ崎公園体験
学習センターの
運営管理

　施設における体験や学習を通じ、子どもから高齢者まで
が出会い、学び、楽しみ、仲間をつくるなど多世代が交流で
きる施設を目指します。

冒険遊び場事業

　自然環境の中で、五感を使って様々なことに興味を持ち、
いろいろな人と関わりながら遊ぶことにより、子どもたち
の生きる力を育むことを目指し、禁止事項の少ない子ども
たちの遊び場を提供します。

子どもの安全を
守る都市の推進

　子どもたちが巻き込まれる事件や犯罪が多くなるなか、
地域の子どもの見守り活動等に関する支援を行うととも
に、SNS等を検索し、個人やクラスが特定できるもの、児
童、生徒、教職員への誹謗中傷等について学校と連携し、課
題解決につなげます。

青少年問題協議会
事務

　地方青少年問題協議会設置法に基づき、青少年の指導、
育成、保護等に関する総合的施策について、重要事項を調
査審議し、並びにその実施に関し、必要な関係機関相互の
連絡調整等を図ります。

子どもの家の
運営管理

　市内６地区のコミュニティセンター内にある室内型の青少
年の居場所において、小学生や幼児が安心して遊ぶことの
できる場所を提供します。

宇宙関連事業
　次世代を担う子どもたちに、宇宙や科学に関する知識を
実験や工作を通してわかりやすく提供する「ちがさき宇宙
教室」を年間２回程度開催します。

青少年広場の
運営管理

　青少年の安全な遊び場を提供するため、地域と連携し理
解を得ながら青少年広場を管理運営し、子どもの安全な居
場所づくりを推進します。

企画検討等

企画 ・ 検討 ・ 実施

照会・企画・調整 照会・企画・調整

1/2



担当 事業名 事業の概要 計画予定

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
　 　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

児
 
童
 
ク
 
ラ
 
ブ
 
担
 
当

夏季臨時保育事業
　待機児童の多い小学校区を対象に、夏季休業中に学校施
設を活用して臨時保育を実施します。

長期休業対策事業

公設民営児童クラ
ブ管理運営事業

　指定管理者制度を導入している公設民営児童クラブにつ
いては、毎月実施する定例会やモニタリング等を通じて適
切な管理運営を図り、より安全・安心な放課後の居場所等
を創出します。
　また、待機児童の多い小学校区を対象に学校施設等を活
用した児童クラブの拡充に取り組みます。

民設民営児童クラ
ブ運営支援事業

　民設民営児童クラブに対し、運営費等の補助金を交付し
ます。また、事業者との情報共有、問い合わせ対応のほか、
適宜助言・指導を実施し、運営費補助を通じて安定した運営
体制の確立を図り、子どもたちの安全で安心できる放課後
の居場所づくりを支えます。

　学校の長期休業中（夏季・冬季・春季）、児童クラブに通所
していない小学校３年生～６年生を対象にした居場所を提
供します。
　夏季はサマースクール２か所、冬季はウインタースクール１
か所、春季はスプリングスクール１か所を開催し、季節に応
じた体験活動の実施や、宿題などの学習活動も支援しま
す。

サマー

スクール
ウィンター

スクール
スプリング

スクール

補助金交付、助言・指導等

事業

実施

○

実施小学校との調整
○

次年度実施予定校

との事前調整

指定管理者による公設民営児童クラブ運営

次年度

入所申請

スプリング

スクール

モニタリング、指定管理者との定例会

実施に向けた

準備

待機児童対策の検討・調整・実施
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（青少年事業）
１１事業

青少年の健全な余暇活動推進の一環として、オンラインの
活用を含めた様々な学習機会を提供し、知識及び技能の
習得及び向上、世代間交流を図ります。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ねんどdeミニチュアフード 樹脂粘土を使ってﾐﾆﾁｭｱﾌｰﾄﾞフードを作る。

レジンｄｅキーホルダーを作ろ
う！

UVレジンを使用してオリジナル作品を作る。

夏休み卓球教室
卓球の基礎を学び、友達と一緒に行うスポーツの楽しさを経
験する。

下
旬

プチロボで競争しよう　茅ヶ崎
大会

「はんだづけ工作」で自作するコントローラー付きの小さなロ
ボットで、友達と特製コースをいかにはやく走破できるか競
い、青少年に科学を身近に感じてもらう。（神奈川県青少年
センターとの共催）

上
旬

かながわリレー科学教室
実験ショーと工作をとおして科学の不思議を体験し興味関心
を高める。（神奈川県青少年センターとの共催）

上
旬

オンライン動画 Youtubeを活用し、自宅でも楽しく学べる動画を配信する。

ウクレレ教室 ウクレレを通して演奏を楽しみ、ハワイの文化に親しむ。
未
定

【５館連携事業+青少年会館】
夏休み投資シミュレーション講
座

５館をZOOMでつなぎ、「学校支給タブレット」を使って、外国
の情勢などの情報を元に、投資をしながら金融について学
ぶ。

下
旬

サイエンスショー
大学生のサークルによる科学実験と工作を行い科学の面白
さを体験する。

上
旬

３×３バスケに挑戦
茅ヶ崎市で初めて発足した３人制バスケットボールチーム
「IGASAKI STARS」のプロ選手やラジオDJの龍口健太郎さ
んが、青少年にバスケの楽しさを伝える。

【小和田公民館連携事業】
すぐに！いつか！将来役立つ
初歩の簿記

小和田公民館の職員を講師とし、簿記の基本と資金繰りの
やり方などを学び、青少年へ簿記の周知を図る。

（子ども事業）
１１事業

集団行動を通して自発性や社会性を育み、広域の児童の
文化活動や仲間づくりの促進を図ります。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

昔遊びを楽しもう
けん玉やベーゴマ、折り紙など昔遊びを体験し、講師と子ど
も同士の交流を育む。

子ども科学教室（子どもの化
学）

身の回りにある「もの」から「化学」を学び、理科好きの子ども
を育成する。また、学習を通して子ども同士の交流を図る。

下
旬

子ども科学教室（エネルギー）
身近にあるエネルギーの実験を行い、理科好きの子どもを
育成する。また、学習を通して子ども同士の交流を図る。

ＤＩＹこども工作教室
木工の体験をとおして「手づくり」のよさ・楽しさに慣れ親しん
でもらい併せて正しい道具・工具の知識を習得を図る。

下
旬

チリメンモンスターをさがせ！
身近な食材、チリメンジャコ（しらす干し）を通じて生き物の分
類法や生物の多様性をゲーム感覚で学ぶ。

最新ＩＴ技術ＡＲを体験しよう

スマートフォン向けゲームアプリなど活用された技術として
知られているＡＲを体験する。
ＡＲ：おもにスマートフォンやスマートグラスを通し、目で見て
いる光景にCG映像などが合成され、あたかも実存するよう
に見える技術

上
旬

小学生のヨット乗船体験教室 江の島でヨットセーリング体験し、海のスポーツに親しむ。
下
旬

科学のびっくり箱
なぜなにレクチャー

トヨタ自動車による小学生対象の科学工作教室を開催する。

ドローン飛行プログラムを体
験しよう

文教大学出張講座である、プログラミング言語「Scratch」を
使いドローンの飛行プログラミングを体験する。

下
旬

かけっこ教室
走りの基礎を中心に、速く走るためのポイントを実践練習す
る。

子どもサイエンスフェスティバ
ル

実験や科学工作など科学の不思議や楽しさを体験できるお
祭りを開催する。（神奈川県青少年センターとの共催）

中
旬

日程調整中

日程調整中

日程調整中

令和８年度　青少年会館　主催事業の開催　　   事業数合計 40

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

1/2



（親子事業）
８事業

子どもと保護者が同じテーマで学習することによって共通
の話題を持ち、相互のふれあいを図ります。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

親子でつくる苔玉教室 苔玉を手作りし、小さな自然とつながる。
未
定

親子でつくる盆栽教室 自然の風景を鉢とその上の植物で表現する。

親子のプログラミング教室No1
初心者でも楽しく取り組める「スクラッチ」を使用してプログラ
ミングの基礎を学び、親子のコミュニケーションも深める。

親子のプログラミング教室No2
初心者でも楽しく取り組める「スクラッチ」を使用してプログラ
ミングの基礎を学び、親子のコミュニケーションも深める。

お米の教室
五つ星マイスターからお米のこぼれ話や、おいしいご飯の炊
き方を楽しくわかりやすく教わる。

日本茶教室
日本茶アドバイザーから新茶の美味しい淹れ方を習い、飲
み比べを楽しむ。

横浜湘南道路トンネル工事現
場見学会

横浜湘南道路トンネルの工事現場で、工事方法や必要性を
理解し、生活を支える道路や鉄道などの交通インフラを学習
する。

下
旬

子どもクッキング
管理栄養士の指導のもと、食材について学び、調理という経
験を通して日常の食生活の気づきを得る。

（多世代交流事業）
４事業

青少年会館の「場所」を生かして多世代交流できる場をコー
ディネートし、家族以外の「ななめ」の関係性を築き、つなが
りを深める事業を行います。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

みんなでズンバ！
ラテン音楽に合わせる新感覚フィットネス「ズンバ」で、楽しく
体を動かすダンスに親しみ、合わせて多世代の交流を図
る。

沖縄のシーサーを作ろう！ 沖縄のシーサーを陶芸用粘土で作成する。

かんたんハンドトリートメント 家族や友達、パートナー同士でハンドトリートメントを学ぶ。

スポーツウエルネス吹矢体験
教室

健康を目的とした新しい国民的スポーツ吹き矢を通して、精
神力と集中力を身につける。

中
旬

（地域交流事業）
 ２事業

青少年フェスタ等の実施により、地域のさまざまな年代の
人々との交流を図ります。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

青少年会館フェスタ２０２６
会館を利用する青少年や各種団体等の協力によりフェスタ
を開催する。

下
旬

合同チラシ発行事業
会館主催事業をまとめて周知する情報誌を隔月で発行す
る。

（開放事業）
 ４事業

施設有効利用と青少年の余暇の充実及び地域住民との交
流を図るため青少年会館の貸室を開放します。

事業名 事業の概要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

青少年卓球開放
青少年の余暇の充実を図ることを目的に土曜日、日曜日の
午後、研修室の空き室時に開放。

トレーニング室開放
体力向上を図ることを目的に空き室時に青少年及び地域住
民に開放（１５歳以上が利用可、登録制）。

音楽室個人利用開放 空き室時に青少年及び地域住民に開放（登録制）。

学習室開放 空き室を青少年及び地域住民に学習室として開放。

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中
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